
タ
ネ
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タ
ハ

五
こ
五

一
名
跡
志
に
は
、
『
甑
嵐
村
と
い
ふ
公
領
あ
り
。
風
授
の
一
目
、
十
周
波
日
を
聞
の
剥
が
守
秘
を
終
へ
て
昇
天
す
一
す
る
に
竪
っ
た
o

'

タ
パ
タ
ヒ
ョ
ウ
Z

田
畑
兵
衛
越
中
磁
波
郡
部

小
島
二
つ
あ
り
。
一
は
猿
島
と
い
ひ
、
今
畑
に
成
て
一
る
日
と
し
、
共
に
制
消
魚
袈
を
備
へ
て
之
を
祭
っ
た
。
一
タ
バ
コ
態
草
煩
草
に
就
い
て
は
、
慶
長
十
六
一
川
の
践
。
天
正
十
二
年
九
用
佐
々
成
政
の
末
森
械
を

あ
り
。
一
つ
は
麗
ヶ
島
と
て
宮
森
に
成
て
あ
り
。
』
と
一
回
の
紳
は
盲
目
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
、
供
物
の
穏
類
一
年
六
周
朔
日
加
賀
務
の
令
に
、
『
御
分
凶
た
ば
こ
か
た
一
攻
撃
す
る
録
、
羽
咋
郡
牛
首
に
出
ょ
う
と
し
た
時
、

記
し
、
そ
の
畑
地
で
あ
る
狼
ぬ
と
い
ふ
は
今
の
m
勾
一
を
宇
治
が
説
明
じ
て
捧
げ
る
腕
も
あ
っ
た

o
m，
紳
一
〈
彼
成
御
停
止
岡
市
。
若
領
内
に
て
み
だ
り
に
取
扱
候
一
兵
衡
を
し
て
締
導
た
ら
し
め
た
。
図
っ
て
兵
衛
は
直

烏
、
宮
森
で
あ
る
穏
ヶ
烏
と
い
ふ
は
今
の
机
ヶ
烏
の
や
一
祭
は
ま
た

m祭
・
凹
問
祭
・
野
祭
・
饗
庭
・
あ
い
の
こ
と
一
者
於
有
之
者
、
可
被
蕗
罪
科
四
回
一
夜
仰
出
者
也
。
』
と
あ
一
に
末
森
城
の
奥
村
永
濡
に
密
告
せ
し
め
、
後
そ
の
功

う
に
見
え
る
。
亭
保
二
年
の
能
殺
紀
行
に
は
、
麗

dω
一
と
も
い
ふ
0

.

一
。
、
こ
は
、
販
貨
の
禁
止
と
も
喫
慢
の
禁
止
と
も
僻
一
に
よ
っ
て
、
十
一
周
六
日
利
家
か
ら
組
先
停
来
の
山

を
お
に
が
島
と
す
る
。
一
タ
ノ
シ
マ
田
ノ
島
河
北
部
井
上
庄
に
臨
す
る
一
さ
れ
る
が
、
恐
ら
く
は
販
斑
禁
止
と
共
に
喫
慨
に
及
一
林
を
安
堵
せ
し
め
ら
れ
、
宛
名
を
高
桑
兵
衛
と
し
た

タ
ネ
ダ
サ
ダ
ト
キ
種
固
定
時
遁
稽
平
八
。
寛
一
部
帯
。
絶
隠
記
に
は
、
こ
の
村
に
飛
塚
が
あ
る
と
い
一
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。
叉
寛
永
八
年
十
二
用
に
、
明
一
一
判
物
を
賜
は
っ
た
が
、
後
之
を
失
ひ
、
改
め
て
天
正

永
巾
伏
見
よ
り
下
っ
て
加
賀
滞
に
仕
へ
、
鈴
m
棋
限
附
一
ひ
、
資
永
の
調
書
に
は
、
こ
の
村
領
山
漆
原
谷
に
消
一
一
年
六
月
以
降
剥
健
草
の
商
斑
を
停
止
す
る
が
、
特
に
一
十
九
年
十
一
周
七
日
利
家
か
ら
聞
畑
兵
衛
と
し
た
刊

を
業
と
し
た
。
そ
の
門
下
に
新
右
衛
門
定
品
川
・
吉
次
一
水
縫
殿
の
屋
数
跡
が
あ
る
と
あ
る
。
一
禁
煙
草
商
貿
の
儀
は
穿
態
に
及
ば
ず
と
あ
る
の
は
、
一
物
を
受
け
た
と
係
へ
る
。

郎
定
次
が
あ
り
、
定
次
の
務
純
問
吉
之
ポ
一
定
勝
は
後
一
タ
ノ
シ
リ
田
ノ
尻
有
川
郷
中
奥
郷
に
臨
す
る
一
細
切
精
製
し
た
る
も
の
を
販
斑
す
る
こ
と
を
者
修
と
一
タ
ハ
ラ
俵
等
一
マ
河
北
端
金
浦
郷
に
臨
す

醗

椀

莱

の

門

下

で

名

工

で

あ

っ

た

。

又

定

勝

の

門

人

一

部

務

。

一

認

め

た

の

で

あ

ら

う

。

併

し

此

の

法

令

が

何

時

と

な

一

る

部

務

。

三
郎
右
衛
門
忠
平
は
、
正
保
中
加
税
務
の
扶
持
を
栄
一
タ
ノ
シ
リ
田
ノ
尻
羽
咋
部
商
谷
内
の
内
の
小
一
く
弛
緩
し
た
こ
と
雷
ふ
ま
で
も
な
く
、
後
の
健
草
屋
一
タ
ハ
ヲ
田
原
付
ハ
羽
咋
却
期
松
庄
に
鴎
す

け

、

忠

平

の

子

に

庄

太

郎

酬

請

が

あ

っ

た

。

一

字

。

一

は

閲

よ

り

刻

健

草

屋

の

み

で

、

一

に

切

粉

屋

と

も

勝

一

る

部

帯

。

タ
ネ
ナ
ス
ビ
た
ね
鶴
子
一

mmo
金
禅
の
俳
人
一
タ
ノ
シ
リ
回
ノ
尻
路
島
部
能
菅
島
庄
に
鴎
す
一
せ
ら
れ
た
o
健
草
の
名
産
は
石
川
郡
鶴
来
に
舞
留
が
一
タ
ハ
ラ
ハ
ラ
儀
原
げ
一
円
河
北
部
井
上
住
に

附
箆
が
京
に
出
て
か
ら
の
編
筋
。
路
政
元
年
京
消
極
一
る
部
w
m
o

一
あ
っ
て
、
辛
味
を
幣
び
る
が
無
品
高
簡
で
あ
り
、
松
一
同
幽
す
る
部
前
。
も
と
表
阪
と
も
普
い
た
が
、
元
総
十

太
兵
衛
板
。
剛
一
史
の
附
合
と
各
地
の
俳
信
を
殺
せ
た
一
タ
ノ
シ
リ
ダ
キ
回
ノ
尻
灘
澗
羽
咋
郡
西
谷
内
に
一
任
の
部
紅
葉
は
最
も
温
和
に
!
河
合
の
河
合
は
半
く
一
五
年
十
二
局
依
原
に
一
定
し
た
。

も
の
で
、
北
技
の
書
紋
を
も
附
録
し
て
ゐ
る
o

-

あ

る

稿

。

一

し

て

呑

鎮

座

に

満

ち

、

名

聾

最

も

高

か

っ

た

o
故
に
一
タ
ハ
ラ
ヤ
ソ
ウ
セ
ツ
俵
屋
宗
雲

4
キ
タ
ガ
ハ

タ
ネ
ム
ヲ
ザ
プ
ロ
シ
ロ
ウ
穏
材
=
一
部
四
郎
或
一
タ
ノ
モ
シ
頼
母
子
寛
永
中
金
滞
城
下
の
所
々
一
菅
野
・
若
原
・
上
野
・
下
野
等
の
箆
も
亦
河
合
熔
草
の
一
ソ
ウ
セ
ツ
喜
多
川
宗
説
。

は
凶
名
村
・
多
野
村
に
作
る
。
天
正
巾
前
回
利
家
に
一
に
遊
女
が
あ
っ
て
、
好
色
の
讃
鑓
に
金
銀
を
諸
費
し
、
一
名
を
以
て
販
質
せ
ら
れ
た
。
手
取
川
上
流
で
産
す
る
一
タ
ハ
ラ
ヤ
ソ
ウ
ダ
ツ
俵
屋
宗
達
本
姓
野
々
村
。

随
う
て
諸
腕
に
職
う
た
。
後
本
滞
を
川
越
・
き
、
臨
M
K
中
一
跡
興
の
読
を
得
ん
が
鑓
に
天
狗
断
母
子
の
法
を
初
め
一
も
の
は
、
鶴
来
に
口
銭
揚
が
あ
っ
て
、
皆
そ
こ
に
脆
一
部
は
以
館
、
芋
は
伊
年
、
宗
謹
は
此
ハ
の
脱
、
腕
問
を

京
都
に
跨
た
が
、
利
長
の
家
康
か
ら
嫌
疑
を
議
っ
た
一
た
。
加
賀
滞
に
於
け
る
樹
母
子
の
訴
は
之
を
初
見
と
一
金
を
納
め
て
ゐ
た
ら
し
い
。
一
封
背
軒
と
い
う
た
。
能
菅
の
人
で
、
初
め
徒
っ
て
金

際
、
鑓
に
大
に
奔
走
し
た
と
い
ふ
o
一
軒
に
、
極
村
一
す
る
ゃ
う
で
あ
る
。
阪
を
以
て
寛
文
二
年
四
局
八
日
一
タ
バ
コ
ヤ
ス
ギ
姻
草
屋
杉
鹿
島
郡
腕
ロ
の
人
一
線
に
回
り
、
後
京
師
に
入
っ
て
盟
宗
寺
に
住
L
、一

宵
椛
寺
は
も
と
柴
問
勝
家
の
臣
で
、
勝
家
の
滅
後
利
一
の
法
令
に
よ
っ
て
、
『
頗
母
子
銀
向
後
無
用
之
事
。
』
一
姻
草
屋
伊
右
衛
門
の
娘
で
あ
っ
た
。
伊
右
衛
門
事
に
一
家
の
鮒
風
を
起
し
た
0
.

宗
建
の
残
年
は
持
か
で
な
い

家
が
二
高
石
を
以
て
招
い
た
が
従
は
ず
、
焼
践
に
隠
一
と
令
し
た
が
、
同
十
一
年
十
一
周
十
六
日
に
は
、
額
一
依
っ
て
金
棒
の
公
事
援
に
下
り
、
途
に
牢
死
す
る
に
一
が
、
簡
来
襲
略
に
は
寛
永
来
年
金
棒
に
残
し
た
と
し
、

越
し
て
琵
琶
を
弄
ん
で
ゐ
た
。
凶
っ
て
利
家
は
骨
て
一
母
子
を
禁
ず
る
は
侍
衆
の
こ
と
で
、
町
方
の
儀
で
な
一
至
っ
た
が
、
杉
は
青
草
辻
金
屋
穴
兵
衛
の
下
蝉
に
な
一
本
朝
蹴
穏
に
は
享
年
を
六
十
八
段
と
し
て
ゐ
る
。
併

信
長
か
ら
利
長
夫
人
に
贈
ら
れ
た
白
書
と
い
ふ
琵
琶
一
い
と
あ
り
、
夏
に
延
樹
立
ハ
年
正
用
廿
四
日
の
令
に
よ
一
・
り
、
厩
獄
舎
に
赴
い
て
芸
学
を
鑓
く
し
た
の
で
、
安
一
し
寛
永
の
頃
京
都
に
あ
っ
て
鶴
名
を
揚
げ
た
こ
と

を
附
り
、
宵
椛
寺
の
孫


